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経営目標 

短期（今年度） 

経営目標（３／３） 
目標達成のための手立て 評価指標 

自己評価 学校関係者評価 改善計画 

評価 結果と課題の説明 適正 意見等 改善案 

確
か
な
学
力 

変化の激しい社

会を生き抜くた

めに必要な資

質・能力を育成す

る。 

児童生徒が、深い学びを

自覚し、学びに向かい続

ける授業づくりを進め

る。 

自己の学びを振り返る場の推進 

・各教科における振り返り 

・「学びのカード」の活用 

 

校内研修の充実 

・授業での問いの工夫 

・道徳教育の充実 

・効果的な ICTの活用場面の設定 

・学習に対する児童生徒の
認識に係る質問項目の
肯定的回答を９割以上

にし、認識の状況の分析
を授業改善に生かす。 

・ICTの活用に係る質問項

目の児童生徒の認識を
分析し課題意識を持っ
て活用をしている児童

生徒を85％以上にす
る。 

 

 

 

  

基礎学力の確実な定着と

向上を図る。 

学力分析による授業改善及び個に

応じた指導の充実 

・朝学習及び学力補充の時間（ぐん

ぐんタイム）の充実 

・ＩＣＴを効果的な活用 

・昨年度の市統一学力調査

における平均正答率が
30%未満の児童生徒の学
力の向上。（正答率が向

上した児童生徒の割合
80%以上） 

 

 

 

地
域
と
創
る
学
校 

教職員が児童生

徒と向き合う時

間を確保できる

持続可能な学校

運営体制を確立

し、地域と共に創

造する児童生徒

を育成する。 

児童生徒に関わる家庭・

地域と連携して、同じ目

標に向かう協力体制を築

く。 

キャリア教育におけるカリキュラ

ムの実践及び地域への発信をする。 

・地域に開かれた教育課

程に係るアンケート調

査（児童生徒、保護者、

地域住民）の肯定的回

答80％以上 

・学年だより、公式ライ

ンの活用。（随時） 

・各学期の振り返り 
 

 

 

  

児童生徒が地域と協働及

び参画しようとする地域

づくりを進める。 

ＣＳ各組織や地域・企業と連携し、

地域学習の充実を図る。 

・地域行事や地域産業界
と協働する活動へ参加
した児童生徒90％以上 

・地域と協働し、活動に

参画した生徒80％以上 

教職員が子供と向き合う
時間を確保するため、学

校業務の精選・DX 化を
進める。 

・当初の諸計画に無い取組、学習活
動等は予め明示された基準の数
以内にする。 

・授業改善の工夫、研修・会議の資
料、児童生徒の提出物・行事のし
おりの作成等におけるデジタル
化を進める。 

・月45h以上の時間外勤

務者０（ゼロ）を目指

し、前年度比で削減す

る。（昨年度49.9％） 

・業務改善に資するデジ

タル化業務の取組を増
やす。 

 

 

 


